
 

 

 

 

文系女子学生がプロデュース 

空き家“ＤＩＹ”まちづくりプロジェクト始動 
 

横浜市立大学齊藤広子※１（国際総合科学部国際都市学系教授）ゼミの学生が、金沢区瀬戸の空き家を

ＤＩＹで地域住民と交流できる空間にリノベーションしました。学生自ら地域住民に借用した空き家を

昨年 12月から約 1カ月間で、建築の専門家の助言を得ながら使い慣れない工具を使いＤＩＹ。加えて、

この空間を活用し、地域住民の方に「空き家」利活用に関心を持ってもらうことを目的としたまちづく

りプロジェクトを始めます。２月 15日（金）にオープニングイベントを開催し、現地の視察とともに、

この場所や街がどうなって欲しいかという意見交換を行います。また、空き家がＤＩＹで生まれ変わっ

た経緯と今後の展開説明、これまでの本学における空き家利活用事例も紹介します。 

本プロジェクトを通して、新たな地域コミュニティの創出や、空き家対策の推進等を進めることによ

って、地域が抱える課題解決を目指します。 

今後、地方自治体や民間企業と連携した社会実験を検討・展開し、空き家利活用の具体的なモデルの

構築を進めていきます。 

 

○プロジェクトのポイント 

１ 建築が専門ではない文系女子学生中心の DIY空き家利活用 

２ 空き家対策の新たなスキーム構築を目指した社会実験を展開予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空き家“ＤＩＹ”オープニングイベント」 

◆ 平成 31年２月 15日（金） オープン意見交換会 

実施場所：横浜市立大学金沢八景キャンパス YCUスクエア 4階 401教室（横浜市金沢区瀬戸 22-2） 

実施時間：14時 30分～16時 30分（予定） 

対 象 者：地域の方、学生など 

内  容：空き家“ＤＩＹ”の経緯紹介、今後の活用、空き家見学、地域住民と学生による意見交換 

 

※１ 齊藤 広子 プロフィール 

横浜市立大学国際総合科学群人文社会科学系列 教授。国際総合科学部国際都市学系まちづくりコース

長兼地域政策コース長。博士（学術）・博士（工学）・博士（不動産学）。2015年より現職。 

国土交通省社会資本審議会・神奈川県住宅政策審議会等の委員、空家等対策計画の作成のための横浜

市空家等対策協議会（座長）他、多数の委員を務める。 

 

※取材をご希望の方は、前日までに以下の問い合わせ先にご連絡下さい。 

お問い合わせ先 

企画総務部企画財務課担当課長 倉本 裕義 Tel  045-787-2405 

 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平 成 3 1 年 2 月 7 日 
企 画 財 務 課 




